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第３次北杜市立病院改革プラン（素案）に対するパブリックコメント実施結果 

 

実施期間  平成２９年１月１０日（火）～平成２９年２月１０日（金） 

意見提出数 ２件 

 

※ 改革プランでは、以下の４つの視点による計画を策定するため、その趣旨に合わない意見

は、今後の経営または行動計画策定のための参考とする。 

 

１．地域医療構想を踏まえた役割の明確化 

２．経営の効率化 

３．再編・ネットワーク化 

４．経営形態の見直し 

 

 

No 意見 市の考え方 

１ 

本プランでは、市立病院は 2病院のみと

なっており、白州診療所や辺見診療所が

プランの視野に入っていないのはなぜで

しょうか？ 

また、北杜市の医療を考える際、民間の

診療所の状況や、協同、役割分担、ネッ

トワークなどを考慮する必要があると考

えられます。そのあたりの分析・考察を

入れたほうがよいと思います。 

本改革プランは、国が示す「新公立病院ガ

イドライン」に基づいて策定しており、当

該ガイドラインでは、病院
．．

事業
．．

を設置する

地方公共団体に対して、公立病院改革プラ

ンを策定することと要請されていること

から、本市で設置する塩川病院・甲陽病院

の市立２病院の改革プランとなっていま

す。なお、３７ページの「７．おわりに」

を追加し、地域医療の充実に努めるととも

に、現在策定の北杜市総合計画において示

させていただきます。 

２ 

7～9ページの現状と課題の部分で、各病

院の診察圏の概況・今後の需要が書かれ

ていますが、逆に、地域の需要に対して

病院数や規模がふさわしいかどうかの分

析が必要です。 

 

№1 のとおり、市立２病院が改革に取り組

むための課題であることから、市立２病院

の外部環境・内部環境を分析し、策定した

ものが本改革プランとなっています。 

３ 

9 ページで、外来・入院それぞれにおい

て、今後患者数が増加すると予想される

診療科が書かれていますが、この根拠と

なるデータは？ 

 

 

平成２８年９月１３日開催の第２回北杜

市立病院改革プラン策定委員会の会議資

料２１ページから２４ページ「医療需要予

測」において提示しています。 
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４ 

21 ページ以降の改革プランにおいて、

「役割の明確化」の部分に役割と改革プ

ランが書かれていますので、「２．地域医

療構想を踏まえた市立病院の役割と改革

プラン」というタイトルに変え、「果たす

べき役割」の部分と、「役割を果たすため

の具体的なプラン」の部分を明確に表記

してください。また、市立病院に求めら

れる役割を知るためには、統計的数値の

分析にとどまらず、市民アンケートや現

場職員への聞き込みなどにより、どのよ

うなニーズがあるのか、市立病院を利用

する理由、利用しない理由などを調査・

分析する必要があります。それ無くして、

改革プランの策定は不可能。机上の空論

となってしまう可能性があります。 

「２．地域医療構想を踏まえた役割の明確

化」の見出しについては、「２．地域医療

構想を踏まえた役割と改革プラン」としま

した。 

本改革プランで明記すべき役割は、「新公

立病院ガイドライン」に基づいて、地域医

療構想との整合性を踏まえたものとしま

した。なお、改革プラン策定委員には市民

を代表する者も含まれており、市で策定す

る総合計画や福祉計画等、ニーズの把握を

行った計画との整合を図り、市民の意見を

反映したものとなっています。 

５ 

国の定めた「地域医療構想」が北杜市に

も当てはまるとは限りません。アンケー

トなどにより地域のニーズを調査し、地

域に合ったプランの策定を望みます。 

県が策定した「山梨県地域医療構想」は本

県の人口、医療資源、訪問診療患者等の現

状・将来推計から、２０２５年の医療需要

及び必要病床数を算出し、地域の医療提供

体制の目指すべき姿を明らかにするものと

なっています。「新公立病院ガイドライン」

に基づき、市立２病院が策定する改革プラン

は地域医療構想との整合性を踏まえたもの

としました。 

６ 

21～22ページ「市立 2病院の役割」の部

分が非常に重要な部分になると考えてい

ますが、具体的に何をするのか、これま

でとどう違うことをするのかが分かりま

せん。29～31 ページの「（経営の効率化

のための）具体的な取組み」にある「送

迎の充実」や「組織の見直し」といった

具体的なプランを、同じように項目ごと

の表にすると見やすいです。もし具体化

されていないのであれば「検討委員会を

作って○年までに具体的プランを策定す

る」など、具体的な動きをイメージでき

る表現にしてください。 

２１～２２ページ「市立 2病院の役割」は、

地域医療構想を踏まえた役割として、市立２

病院が取り組むべき大きな方向性を示すも

のであり、具体的取り組みについては、Ⅲ-

３-（３）及びⅢ-６に記載の、行動計画を市

立２病院において策定し、改革プランの実現

を目指します。 
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７ 

23ページの「包括ケアシステムの構築に

向けて果たすべき役割」についても、具

体的なプランは「関係機関との連携」の

みとなっていて、内容が薄すぎるのでは

と感じます。もう少し現場スタッフの意

見を元に、具体的なプランを検討して頂

きたい。 

 

Ⅲ-２-（２）において、地域包括ケアシステ

ム構築に向けて病院の役割について明記し

ました。 

８ 

27ページの「医療機能等指標に係る数値

目標」の外来患者数が、塩川病院は H32

まで横ばい、甲陽病院はH32まで増加し

ています。8 ページの外来患者推計では

減少すると予測されていることに相反し

ていますが、この目標の根拠は？減少が

見込まれるならば、減少する予測の元に

採算が取れる経営規模を考えなければな

りません。根拠の無い目標値の元にプラ

ンを立てても、赤字になる危険性が増す

ことが予想されます。外来患者数を増や

すことが目標ならば、具体的な個々のプ

ランにより何人患者が増えるかを推計

し、その積み上げで全体数が算出される

と思われますが、積み上げをしているの

でしょうか？ 

８ページの北杜市将来外来患者推計は、

2040年までの推計であり、本改革プランの

計画期間 平成３２年度までは、全体では

減少となっているが、６５歳～７５歳はほ

ぼ横ばい、７５歳以上は増加傾向が予想さ

れています。また、平成２８年９月１３日

開催の第２回北杜市立病院改革プラン策

定委員会の会議資料１１４ページ「甲陽病

院の外来患者数の状況」から推計し目標数

値を設定しました。 

９ 

27ページに「住民の理解」とありますが、

何のための「住民の理解」なのかが分か

りません。「住民の理解」が必要な理由を

「２．地域医療構想を・・・」の後に明

記してください。 

 

市立２病院が担う医療機能を見直す場合

には、市民の理解が不可欠であることから

「住民の理解」を明記しています。 

10 

恐らく「住民の理解」の項目では、市の

事業としての市立病院の経営について市

民に情報を公開する意味と、利用促進を

目的とした広報の意味の二つかと思いま

す。上記二つの意味を分けて考え、広報

の方は、利用促進のための具体策のひと

つとして考えてはいかがでしょう。 

 

№9の考え方のとおりです。 
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11 

利用促進を図るための具体策として、ア

ンケート等によるニーズ調査を元に、診

療時間の見直しや診療科の見直し、送迎

の充実、処方薬の充実、待ち時間の短縮

など利用者サイドに立ったプランを考え

ていただきたい。また、例えば優秀な人

材の確保・育成のための職場体験や、医

師・看護師確保のための住宅・生活支援、

広報や地域誌へのコラム掲載、イベント

開催と折り込みチラシ、病院スタッフに

よる医療講座など、市の横のつながりを

活用した柔軟なプランを検討してはいか

がでしょうか。 

 

いただいたご意見は、Ⅲ-６にある行動計画

策定のための参考とさせていただきます。 

12 

29～31ページの「経営の効率化のための

具体的な取組み」の表の中には、直接的

に経営の効率化にならないものも含まれ

ていませんか？利用促進のための具体策

と混ざってしまっているように思われま

した。 

 

２９～３１ページの「経営の効率化のため

の具体的な取組み」には、すぐに効果が期

待できるものや、意識改革につながるもの

などがあり、それらが一体となって、本改

革プランの推進に繋がると捉えておりま

す。 

13 

35ページの甲陽病院の【資本的収支】収

入の６「国県補助金」の欄で、「H28 年

度決算見込み」と「H32年度予算」が空

欄になっていますが、補助金が出ない年

があるということでしょうか？（塩川病

院の方は毎年金額が入っていますが・・・） 

 

国県補助金は、施設整備など補助事業とし

て採択される事業を行った場合に交付さ

れるものであり、毎年度収入として計上で

きるものではありません。 

14 

・子育て世代の一人として、市内の病院

で出産できないことを非常に残念に思

っています。ぜひ、両病院に産婦人科

の開設をお願いします。 

・常勤医師が少なく、当番医によって診

断や治療方針がちぐはぐなケースがあ

り、患者の信頼を損ねています。でき

るかぎり優秀な常勤医師の確保に努め

ていただきたい。そのための具体策を

盛り込んでください。 

いただいた具体的ご意見は、今後の病院環

境改善・運営等における参考とさせていた

だきます。 

 

上記に同じ 
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15 

・総合病院にありがちな、待ち時間の長

さや診療時間帯の短さも利用を妨げて

いる一因かと思います。予約システム

や一時外出、曜日によって診療時間帯

を変えるなど、利用する側の利便性を

向上させる必要があります。 

・総合病院ならではの診療科を横断した

対応や、どこの診療科を受診すればよ

いかわからない患者への相談窓口の設

置をご検討ください。 

・子育て世代が田舎に移住する際のネッ

クのひとつが医療体制の不安かと思い

ます。医療機関の数は少ないけれど、

地域の健康情報に詳しく、頼れる病院

の存在をアピールする必要がありま

す。市の広報などを使って、病院の良

いところ、新しい取組み、スタッフの

コラムなど、積極的に情報提供してほ

しいと思います。 

・民間の診療所や福祉団体等と連携した

地域医療ネットワークの中心的存在と

して、地域医療・福祉情報を収集し、

来院者に限らず、HP や広報などによ

り市民へ情報提供する役割を担って欲

しい。 

・医師の少ない地域では、病気になりに

くい体づくりがより重要になると考え

られます。病気になってからの治療だ

けでなく、予防医学、生活習慣指導な

どができる医師を確保・育成するとと

もに、体力づくりや食習慣等について

の市民講座で講師を務めるといった取

組みも提案します。日頃から市民とと

もにある、信頼できるスタッフ、施設

のイメージも強化されると期待できま

す。 

 

 

いただいた具体的ご意見は、今後の病院環

境改善・運営等における参考とさせていた

だきます。 

 

 

 

上記に同じ。 

 

 

 

上記に同じ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記に同じ。 

 

 

 

 

 

上記に同じ。 
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16 

トイレに行くといつも思う（考える）こ

とがあります。誰しもが話すことが嫌な

ことだと思います。しかしこんな小さな

ことですけれど非常に大切なことだと思

料いたします。 

便所に入って手荷物をどこへ置こうか迷

います。こんな時トイレの中に簡単な洋

服掛け、簡単な棚のような置き場があっ

たらどんなに助かることかといつも考え

ます。 

お金が入った（バック・カバン・洋服等）

を外に置いて用事をたして出たところ無

くなっていたと盗難防止の上からも取り

付けて市民・また公共施設を訪れる人々

の利便を考え実現できますよう提案致し

ます。 

特に高齢者・身体に異常がある障害者に

たいしては非常に助かることと思いま

す。 

 

いただいた具体的ご意見は、今後の病院環

境改善における参考とさせていただきま

す。 

 

 


